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セ
ン
タ
ー
は
今
月
、
設
立
40
周
年
を

迎
え
ま
す
。
昭
和
55
年
10
月
16
日
に
セ

ン
タ
ー
前
身
の
新
座
市
高
齢
者
事
業
団

と
し
て
設
立
さ
れ
て
以
来
40
年
の
長
き

に
わ
た
っ
て
、
会
員
の
皆
様

の
弛
ま
ぬ
取
組
み
と
努
力
に

改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
温
か
い
ご
支
援
に

心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
、
未
経
験
の
新
た
な
状
況
が
出
現

し
て
お
り
ま
す
。
会
員
就
業
や
会
員
活

　

設
立
40
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ

と
を
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

今
日
ま
で
セ
ン
タ
ー
発
展
の
た
め
に
御

尽
力
さ
れ
た
職
員
の
方
々
を
始
め
、
会

員
の
皆
様
に
対
し
ま
し
て
、

謹
ん
で
敬
意
と
感
謝
の
意
を

表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、皆
様
が
長
年
培
っ
て
こ

ら
れ
た
知
識
や
経
験
、技
術
を
活
し
た

様
々
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
よ
り
、市
政

の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

動
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
及
ぼ
す
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
脅
威
は
な
お
も
続

い
て
お
り
ま
す
。「
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
」「
ア

フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
」
と
い
う
言
葉
で
表
さ

れ
る
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
、
求
め
ら
れ

る
「
新
し
い
生
活
様
式
」
を
私
た
ち
の

日
常
や
セ
ン
タ
ー
活
動
に
ど
う

採
り
入
れ
て
い
く
の
か
。
新
た

な
節
目
、
新
た
な
時
代
に
向
か

っ
て
の
新
た
な
課
題
と
し
て
み

ん
な
で
知
恵
を
出
し
合
っ
て
探
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

新
座
市
SC
理
事
長
　
福
島
和
男

す
こ
と
に
、重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
、
本
市
は
市
制
施
行
50
周
年
を

迎
え
ま
す
が
、こ
の
節
目
の
年
を
新
座
市

の
更
な
る
飛
躍
の
契
機
と
し
、よ
り
多

く
の
皆
様
に
選
ば
れ
る
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、引
き
続
き
お
力

添
え
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

最
後
に
、会
員
、関
係
者
の
皆

様
の
御
健
康
と
新
座
市
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
ま
す
ま
す

の
御
発
展
を
心
か
ら
御
祈
念
申
し
上
げ

ま
し
て
、お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

新
座
市
長
　
並
木
　
傑

「
働
く
こ
と
を
通
じ
て
生
き
が
い
を
求

め
、
地
域
に
貢
献
」。
こ
ん
な
高
齢
者

の
活
動
が
広
が
っ
た
昭
和
55
年
、
新
座

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
SC
）
の

前
身
、
新
座
市
高
齢
者
事
業
団
が
誕
生

し
た
。
理
念
に
賛
同
者
は
多
か
っ
た
も

の
の
、
登
録
会
員
は
１
０
７
人
。
国
の

高
齢
者
事
業
補
助
が
決
ま
り
、
SC
と
し

て
再
発
足
。
就
業
先
確
保
や
会
員
募
集

と
、
草
創
期
の
努
力
が
続
く
。

　

激
動
の
昭
和
が
終
わ
り
、
平
成
へ
。

消
費
税
導
入
、
バ
ブ
ル
崩
壊
と
世
相
は

激
変
。
荒
波
の
中
で
、
SC
は
増
え
続
け

る
高
齢
者
の
支
持
を
受
け
、
飛
躍
的
な

成
長
を
遂
げ
る
。
平
成
元
年
度
、
契
約

額
は
１
億
３
５
５
０
万
円
。
そ
れ
が
14

年
度
10
億
円
超
。
会
員
は
14
年
（
13
年

度
）、
２
０
０
０
人
を
突
破
し
た
。

　

平
成
の
半
ば
ま
で
に
、
新
座
市
ＳＣ
は

ほ
ぼ
体
制
を
整
え
る
。
職
群
班
、
地
域

班
を
編
成
、
会
報
「
ゆ
う
ゆ
う
通
信
」

を
創
刊
。
会
員
の
交
流
の
場
、
親
睦
会

も
発
足
。
24
年
、
公
益
社
団
法
人
に
。

成
年
後
見
事
業
を
始
め
る
。
平
成
か
ら

令
和
へ
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
は

あ
る
も
の
の
、
理
念
に
基
づ
く
活
動
は

続
い
て
い
る
。

昭
和
55
年　

新
座
市
高
齢
者
事
業
団
設
立

（
総
会
を
開
く
）

	

58
年　

高
齢
者
事
業
団
を
解
散
し
社

団
法
人
・
新
座
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
設
立

	

60
年　
（
御
巣
鷹
山
日
航
機
事
故
）

	

64
年　
（
昭
和
天
皇
崩
御
、
平
成
に

改
元
）

平
成
元
年　

契
約
額
１
億
３
５
５
０
万
円

	

3
年　

職
群
班
8
班
で
ス
タ
ー
ト

	

4
年　

地
域
班
12
班
で
ス
タ
ー
ト

「
ゆ
う
ゆ
う
通
信
」
創
刊

	

5
年　
（
皇
太
子
さ
ま
、雅
子
さ
ま
ご

成
婚
）新
座
市
友
達
の
会
「
新

友
会
」（
親
睦
会
前
身
）
発
足

	

7
年　
（
阪
神
・
淡
路
大
震
災
）

	

9
年　

登
録
会
員
１
０
０
０
人
を
突

破
「
優
良
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
」
の
表
彰
を
受
け
る

	

14
年　

登
録
会
員
２
０
０
０
人

	

15
年　

年
間
契
約
額
（
14
年
度
）

10
億
円
超
え
る
。（
18
年
度

に
は
12
億
７
０
０
０
万
円
）

	

19
年　

人
材
派
遣
業
務
が
始
ま
る

	

23
年　
（
東
日
本
大
震
災
、
福
島
原

発
事
故
）

	

24
年　

公
益
社
団
法
人
に
移
行

	

26
年　

組
織
改
正
、
現
行
の
3
部
会

制
に
な
る
。
成
年
後
見
委
員

会
発
足

令
和
元
年　
（
平
成
の
天
皇
退
位
、
令
和

に
改
元
）

	

2
年　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
、
定
時
総
会
を
SC
会
議

室
で
異
例
開
催
、
SC
設
立
40

周
年
を
迎
え
る

新
た
な
節
目

新
た
な
時
代
に
向
か
っ
て

設
立
40
周
年
を
祝
し
て

年　
　

表

新
座
市
SC
設
立
40
周
年
に
寄
せ
て

40
年
の
歩
み
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新
座
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー（
SC
）
が
成
年
後
見
事
業

に
取
り
組
ん
だ
の
は
平
成
22
年

4
月
。
埼
玉
県
SC
連
合
の
「
退

職
し
た
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
人
材

を
市
民
後
見
人
と
し
て
活
用
す

る
企
画
案
」
が
国
に
採
択
さ
れ
、

モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
た
の
が

き
っ
か
け
だ
っ
た
。

人
づ
く
り
か
ら
組
織
づ
く
り
へ

　

翌
23
年
「
人
づ
く
り
」
を
テ

　

当
委
員
会
は
、
就
業
先
の
安

定
確
保
の
た
め
各
職
群
班
を
訪

問
し
、
就
業
状
況
の
実
状
と
活

動
内
容
を
定
期
的
に
把
握
し
て

就
業
促
進
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
は
【
公
共
部
門
】
の

学
校
用
務
1
～
5
班
と
公
園
管

理
班
。【
民
間
部
門
】
の
育
児

サ
ー
ビ
ス
班
他
3
班
の
、
計
10

職
群
班
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

各
班
と
共
に
、
課
題
や
問
題

ー
マ
に
掲
げ
て
、
県
SC
連
合
主

催
の
市
民
後
見
人
養
成
講
座
に

20
名
の
SC

会
員
が
参

加
し
て
学

び
、
活
動

母
体
を
形

成
し
た
。

翌
24
年
は

「
組
織
づ

く
り
」
を

テ
ー
マ
に

SC
独
自
の
事
業
と
し
て
養
成
講

座
を
実
施
し
毎
年
継
続
し
て
来

た
。
こ
れ
ま
で
に
約
70
名
の
会

員
が
受
講
し
て
来
た
。

点
な
ど
を
総
点
検
し
業
務
改
善

へ
取
り
組
む
の
が
目
的
で
す
。

　

現
在
の
コ
ロ
ナ
禍
で
の
職
場

訪
問
は
困
難
で
す
が
、
今
回
は

SC
会
議
室
で
学
校
用
務
職
群
班

の
会
議
を
実
施
し
ま
し
た
。

〈
日　

時
〉
7
月
29
日
（
水
）

午
前
10
時
～
11
時
半

〈
職
群
班
〉
学
校
用
務
2
班
、

（
八
石
小
・
野
寺
小
・
片
山
小

・
栗
原
小
の
4
校
。
班
員
15

名
で
班
長
は
鈴
木
五
雄
氏
）

〈
出
席
者
〉
鈴
木
班
長
、
業
務

委
員
会
：
半
田
委
員
長
、
渡

辺
副
委
員
長
、
佐
藤
委
員
、

同
席
SC
事
務
局
：
片
山
主
査

　

24
年
度
に
は
公
益
社
団
法
人

と
な
り
地
域
貢
献
を
目
的
に
地

域
見
守
り
活
動
と
共
に
成
年
後

見
事
業
の
準
備
を
開
始
し
た
。

事
業
認
可
を
得
て

成
年
後
見
委
員
会
発
足

　

平
成
26
年
度
に
は
埼
玉
県
知

事
よ
り
法
人
後
見
と
し
て
の
事

業
認
可
を
得
て｢

成
年
後
見
委

員
会｣

を
発
足
さ
せ
、
本
格
的

に
事
業
を
開
始
す
る
。

　

法
人
後
見
は
個
人
後
見
と
違

っ
て
複
数
人
で
関
わ
る
た
め
事

務
負
担
な
ど
も
適
切
に
分
担
で

き
て
お
り
、
や
り
が
い
や
充
実

感
を
得
な
が
ら
任
務
を
進
め
る

〈
議
題
と
確
認
事
項
な
ど
〉

①
業
務
管
理
に
つ
い
て

　

市
教
育
委
員
会
の
業
務
委
託

仕
様
書
に
基
づ
き
業
務
マ
ニ
ュ

ア
ル
が
作
成
さ
れ
て
い
る
か
。

②
作
業
内
容
に
つ
い
て

　

就
業
時
間
は
午
前
（
7
～
11

時
）
午
後
（
1
～
5
時
）
と
も

一
人
業
務
。
各
箇
所
の
鍵
の
開

こ
と
が
出
来
る
利
点
が
あ
る
。

　

普
及
活
動
と
し
て
は
、
地
域

活
動
委
員
会
を
通
じ
、
会
員
や

地
域
の
方
々
へ
の
説
明
会
、
市

内
の
介
護
施
設
・
高
齢
者
セ
ン

タ
ー
等
へ
の
啓
蒙
活
動
、
他
の

団
体
や
県
外
の
SC
へ
の
講
演
活

動
を
行
っ
て
い
る
。

　

受
任
の
実
績

　

こ
れ
ま
で
に
、
さ
い
た
ま
家

裁
か
ら
5
件
の
受
任
審
判
を
受

け
て
1
件
が
終
了
、
現
在
は
4

件
の
支
援
を
継
続
中
だ
。

　

課
題
は
事
業
と
し
て
の
継
続

性
。
そ
の
た
め
に
も
案
件
の
数

閉
、
職
員
室
・
廊
下
な
ど
の
清

掃
、ゴ
ミ
分
別
、校
舎
内
外
の
美

化
な
ど
で
作
業
は
多
岐
に
亘
る
。

③
班
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

引
継
ぎ
は
メ
モ
・
口
頭
・
携

帯
電
話
で
徹
底
。
班
会
議
は
年

2
回
を
予
定
し
て
い
る
。

④
就
業
に
関
す
る
提
案
・
要
望

　

教
頭
先
生
と
の
協
議
に
つ
い

て
は
、
必
要
に
応
じ
SC
事
務
局

の
同
席
を
お
願
い
し
た
い
。

【
業
務
委
員
会
か
ら
の
お
願
い
】

　

学
校
用
務
は
各
学
校
の
事
情

に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
情
報
交

換
の
場
を
大
切
に
し
、
就
業
者

間
の
協
調
と
理
解
を
深
め
る
こ

と
人
材
の
質
と
数
が
バ
ラ
ン
ス

良
く
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
両
輪

を
駆
動
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
大

事
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　

＊

　

ま
だ
成
年
後
見
制
度
を
利
用

す
る
予
定
は
な
い
が
、
ひ
と
り

暮
ら
し
で
こ
れ
か
ら
ど
う
過
ご

し
た
ら
よ
い
か
な
ど
、
お
困
り

の
方
が
身
近
に
お
い
で
で
し
た

ら
、
是
非
ご
相
談
下
さ
い
。

　

SC
内
に
相
談
窓
口
を
開
設
し

て
お
り
、
電
話
で
ご
予
約
い
た

だ
け
れ
ば
い
つ
で
も
親
身
に
応

じ
ま
す
。
ま
た
、
ご
自
宅
へ
伺

う
こ
と
も
で
き
ま
す
。（
金
枝
）

と
が
重
要
で
す
。
健
康
と
安
全

に
も
配
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

　

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
仕
様
書
を

基
に
実
作
業
に
即
し
た
よ
り
良

い
内
容
へ
改
定
し
、
班
内
へ
の

周
知
徹
底
を
進
め
て
下
さ
い
。

　

班
会
議
で
は
、
マ
ス
ク
を
着

用
し
3
密
を
避
け
、
短
時
間
で

終
了
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

（
渡
辺
、
佐
藤
）

成
年
後
見
委
員
会
報
告

一
歩
一
歩
の
実
績
を

業
務
委
員
会
報
告

コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
安
全
就
業

《
学
校
用
務
班
》

　

新
座
市
内
に
は
小
学
校
が
17

校
、中
学
校
が
6
校
あ
り
ま
す
。

5
班
編
成
で
現
在
男
性
59
名
、

女
性
21
名
、
計
80
名
の
会
員
が

就
業
し
て
い
ま
す
。
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猛
威
を
振
る
う
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
。
ま
だ
収
束
の
見
通

し
も
な
く
、
じ
わ
じ
わ
増
え
る

感
染
者
。
感
染
し
た
く
な
い
、

さ
せ
た
く
も
な
い
。
こ
ん
な
時
、

発
熱
し
た
ら
ど
う
し
た
ら
い
い

の
だ
ろ
う
。
SC
会
員
が
抱
え
る

共
通
の
不
安
だ
。

　

広
報
委
員
の
一
人
が
発
熱
し
、

不
安
に
立
ち
向
か
っ
た
。
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
も
受
け
た
。
周
り
の
景

色
が
違
っ
て
見
え
た
。
そ
の
実

体
験
を
報
告
す
る
。

寝
冷
え
し
た
か
な
？

　

心
当
た
り
は
あ
っ
た
。
あ
ま

り
の
暑
さ
と
コ
ロ
ナ
対
策
の
た

め
に
、
夜
中
か
ら
朝
に
か
け
て

寝
室
の
ド
ア
を
開
け
放
っ
た
ま

ま
ク
ー
ラ
ー
と
扇
風
機
を
併
用

し
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
と
思
う
。

　

翌
日
の
朝
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
（
SC
）
で
「
ゆ
う
ゆ

う
通
信
１
０
５
号
」
の
打
ち
合

わ
せ
を
終
え
て
帰
宅
。
午
後
は

溜
ま
っ
て
い
た
仕
事
を
片
付
け

て
い
る
と
、
体
中
が
ピ
リ
ピ
リ

と
し
て
き
て
熱
っ
ぽ
さ
を
感
じ

た
。

　

体
温
は
36
度
丁
度
で
や
や
高

め
に
振
れ
て
い
る
が
、
行
動
に

支
障
は
感
じ
な
い
。
特
段
の
注

意
は
払
わ
な
か
っ
た
。

い
っ
と
き
の
高
熱

　

も
と
も
と
寝
付
き
は
良
い
方

だ
が
、
最
近
は
夜
中
の
2
時
か

ら
3
時
頃
に
い
っ
と
き
目
が
覚

め
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
一

種
の
癖
の
よ
う
な
も
の
で
、
数

日
続
く
こ
と
も
あ
る
が
、
朝
ま

で
熟
睡
す
る
こ
と
も
多
い
。

　

そ
の
夜
は
2
時
半
頃
に
目
が

覚
め
た
。
が
、
い
つ
も
と
違
っ

て
体
が
熱
っ
ぽ
い
。
も
う
一
度

体
温
を
計
る
と
今
度
は
37
・
4

度
。
す
ぐ
に
熱
さ
ま
し
シ
ー
ト

を
額
に
一
枚
、
首
筋
と
わ
き
の

下
に
各
二
枚
ず
つ
貼
っ
て
寝
た
。

そ
の
後
は
熟
睡
し
、
6
時
に
目

覚
め
て
体
温
計
を
当
て
て
み
る

と
、
35
・
4
度
と
平
熱
に
戻
っ

て
い
る
。

年
齢
、基
礎
疾
患
に
不
安

　

7
時
頃
、
朝
食
を
食
べ
な
が

ら
妻
に
夜
中
に
37
・
4
度
に
体

温
が
上
が
っ
た
こ
と
を
伝
え
る

と
、
念
の
た
め
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

を
う
け
て
み
た
ら
と
軽
く
言
う
。

食
欲
も
普
通
で
、
咳
も
な
く
、

味
覚
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。
も

ち
ろ
ん
熱
は
下
が
っ
て
い
る
。

　

全
く
自
覚
症
状
が
な
か
っ
た

が
、
果
た
し
て
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が

受
け
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
も
不

安
だ
っ
た
。
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実

情
を
知
り
た
く
も
な
っ
た
。

　

メ
デ
ィ
ア
か
ら
伝
わ
っ
て
く

る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
関
連
の
ニ
ュ
ー

ス
で
は
分
か
ら
な
い
事
が
た
く

さ
ん
あ
っ
た
。
検
査
を
受
け
る

人
間
に
ま
と
い
つ
く
コ
ロ
ナ
差

別
な
ど
諸
々
の
実
態
が
伝
わ
っ

て
こ
な
い
の
だ
。

　

一
つ
の
事
例
に
過
ぎ
な
い
が
、

体
験
的
に
絵
解
き
し
て
伝
え
ら

れ
た
ら
、
SC
の
会
員
に
と
っ
て

も
意
味
の
あ
る
記
事
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。

県
民
相
談
セ
ン
タ
ー
に
電
話

　

先
ず
「
県
民
相
談
セ
ン
タ

ー
」
に
電
話
を
し
た
。
何
は
と

も
あ
れ
、
コ
ロ
ナ
の
相
談
窓
口

に
な
っ
て
い
る
。
ゆ
う
ゆ
う
通

信
で
も
お
知
ら
せ
し
て
い
る
機

関
だ
。
当
然
、
混
み
あ
っ
て
い

る
だ
ろ
う
と
踏
ん
で
い
た
が
、

拍
子
抜
け
す
る
く
ら
い
す
ん
な

り
繋
が
っ
た
。
電
話
に
出
た
人

に
経
緯
を
伝
え
る
と
、
幾
つ
か

の
質
問
を
受
け
た
。

　
　
　
　
　

◇

体
温
＝
平
熱

咳
の
有
無
＝
な
し

味
覚
の
変
調
＝
正
常

年
齢
＝
73
歳

基
礎
疾
患
の
有
無
＝
あ
り

仕
事
の
内
容
＝
就
業
先
で
管

理
業
務
（
SC
が
請
け
負
っ

た
施
設
の
管
理
業
務
を
SC

の
会
員
と
し
て
行
っ
て
い

る
）
の
で
人
に
接
す
る
こ

と
が
多
い
。

２
週
間
以
内
の
主
な
外
出
場

所
＝
所
沢
に
新
設
さ
れ
た

「
カ
ド
カ
ワ
武
蔵
野
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
」
に
妻
と
車
で

出
か
け
た
。

家
族
構
成
＝
妻
と
二
人
。

　
　
　
　
　

◇

　

質
問
の
あ
と
、
相
談
セ
ン
タ

ー
の
職
員
は
、「
高
齢
で
基
礎

疾
患
あ
り
、
と
い
う
事
で
す
の

で
念
の
た
め
近
く
の
病
院
で
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
」
と
言
わ
れ
る
。

病
院
の
待
機
所
は
車
の
中

　

以
前
何
度
も
掛
か
っ
た
こ
と

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
顛
末
記

コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な〈
Ⅱ
〉
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の
あ
る
病
院
に
電
話
を
す
る
。

相
談
セ
ン
タ
ー
と
ほ
ぼ
同
じ
質

問
を
受
け
た
あ
と
、「
10
時
に

来
院
し
て
く
だ
さ
い
、
病
院
の

駐
車
場
に
着
い
た
ら
、
再
び
電

話
を
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
る
。

　

9
時
45
分
頃
に
駐
車
場
に
車

を
入
れ
て
電
話
す
る
と
車
の
車

種
、
ボ
デ
イ
カ
ラ
ー
、
ナ
ン
バ

ー
を
聞
か
れ
る
。
答
え
る
と
、

完
全
防
御
し
た
看
護
師
が
真
っ

直
ぐ
車
の
所
ま
で
歩
い
て
来
た
。

駐
車
番
号
を
指
定
さ
れ
、
1
台

お
き
に
車
を
停
め
て
窓
を
開
け

る
よ
う
に
指
示
さ
れ
る
。「
順

番
が
き
た
ら
こ
ち
ら
か
ら
電
話

す
る
の
で
、
車
の
中
で
待
っ
て

い
て
欲
し
い
」
と
言
う
。

　

つ
ま
り
、
車
の
中
が
待
機
所

と
言
う
わ
け
だ
。
焼
け
つ
く
よ

う
な
暑
さ
の
中
で
同
行
し
た
妻

と
車
の
中
で
ク
ー
ラ
ー
を
つ
け

っ
ぱ
な
し
で
待
っ
て
い
た
。

職
場
の
リ
ー
ダ
ー
に
電
話

　

そ
の
日
の
夕
方
か
ら
就
業
先

の
就
業
日
に
当
た
っ
て
い
る
の

で
、
車
の
中
か
ら
一
緒
に
働
い

て
い
る
シ
ル
バ
ー
の
リ
ー
ダ
ー

（
班
長
）
に
連
絡
す
る
。
症
状

は
全
く
な
い
の
だ
が
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
を
受
け
て
み
る
の
で
本
日

の
就
業
を
誰
か
に
代
え
て
く
れ

る
よ
う
に
お
願
い
す
る
。
次
回

の
就
業
日
は
出
勤
で
き
る
と
伝

え
る
。
班
長
は
自
分
が
代
勤
す

る
と
言
っ
て
く
れ
た
。

検
査
は
4
秒
ぐ
ら
い

　

10
分
ほ
ど
し
て
看
護
師
か
ら

電
話
が
来
た
。
妻
は
、
車
の
中

で
待
つ
よ
う
に
言
わ
れ
る
。

　

正
面
玄
関
に
行
く
と
検
温
・

消
毒
の
後
、
診
察
室
へ
。
完
全

防
御
し
た
医
師
が
問
診
（
と
い

う
よ
り
も
電
話
で
受
け
た
質
問

項
目
の
確
認
）
し
た
後
す
ぐ
に

右
の
鼻
の
穴
か
ら
ワ
イ
ヤ
ー
状

の
細
い
管
を
差
し
込
ま
れ
る
。

一
瞬
痛
い
と
感
じ
た
時
に
は
も

う
終
わ
っ
て
い
た
。
検
査
に
要

し
た
時
間
は
４
秒
位
だ
っ
た
。

2
日
間
の
外
出
自
粛

　

そ
の
日
は
病
院
の
支
払
い
は

な
く
、
2
日
後
の
10
時
に
検
査

結
果
を
聞
き
に
来
る
よ
う
に
言

わ
れ
る
。
検
査
結
果
が
出
る
ま

で
は
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
濃
厚

接
触
者
で
あ
る
妻
も
外
出
を
控

え
る
よ
う
に
と
の
お
達
し
。
妻

に
伝
え
る
と
、
彼
女
は
す
ぐ
に

職
場
に
電
話
で
事
情
を
説
明
し
、

2
日
間
の
休
暇
を
も
ら
う
。

　

も
し
、
家
族
が
多
か
っ
た
ら

と
考
え
た
。
人
数
分
だ
け
職
場

や
学
校
な
ど
に
連
絡
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
所
属
す
る
場
所
の
大
勢

の
人
々
に
迷
惑
が
掛
か
っ
て
し

ま
う
の
だ
と
思
う
と
気
持
ち
が

す
く
ん
だ
。

検
査
結
果
は
陰
性

　

2
日
間
、
平
熱
を
保
っ
た
ま

ま
咳
も
味
覚
も
異
常
な
し
で
過

ご
し
、
検
査
し
た
時
と
同
じ
よ

う
に
病
院
の
駐
車
場
に
車
を
入

れ
て
同
じ
順
序
で
検
査
結
果
を

聞
い
た
。

　
「
陰
性
で
す
。
問
題
は
全
く

あ
り
ま
せ
ん
。
診
断
書
を
作
り

ま
す
か
？
」
と
聞
く
。
念
の
た

め
書
い
て
も
ら
う
。「
就
労
は

可
能
で
あ
る
と
判
断
す
る
」
と

書
か
れ
て
い
た
。

診
断
書
込
み
で
５
５
３
０
円

　

医
療
費
の
支
払
い
は
保
険
適

用
で
４
１
０
０
円
。
他
に
診
断

書
作
成
費
と
し
て
１
４
３
０
円

の
計
５
５
３
０
円
だ
っ
た
。
妻

は
検
査
の
結
果
が
出
た
直
後
に

職
場
に
出
勤
し
た
。

　

そ
の
日
か
ら
就
業
先
で
仕
事

を
再
開
す
る
つ
も
り
で
帰
宅
す

る
。
ま
ず
SC
に
報
告
の
電
話
を

入
れ
る
。
す
る
と
「
今
月
い
っ

ぱ
い
は
休
ん
で
く
だ
さ
い
」
と

繰
り
返
し
言
わ
れ
る
。

シ
ル
バ
ー
の
働
く
仲
間
の
こ
と

　

休
暇
は
願
っ
た
り
か
な
っ
た

り
な
の
だ
が
、
こ
の
暑
熱
の
中

で
私
の
就
業
日
に
代
わ
っ
て
仕

事
を
し
て
く
れ
て
い
る
シ
ル
バ

ー
の
仲
間
に
申
し
訳
な
い
と
思

い
、
一
日
も
早
く
仕
事
に
復
帰

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
た
。

　

就
業
先
の
仕
事
を
通
し
て
培

わ
れ
た
仲
間
意
識
も
年
々
深
く

な
っ
て
い
る
。
今
回
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
の
顛
末
で
さ
ら
に
景
色
が

違
っ
て
見
え
て
き
た
こ
と
も
大

き
な
経
験
だ
っ
た
と
思
う
。

＊

　

コ
ロ
ナ
禍
に
対
す
る
考
え
方

や
受
け
止
め
方
は
千
差
万
別
で

あ
る
。
過
剰
に
反
応
す
る
人
も
、

そ
う
で
な
い
人
も
感
染
し
た
く

な
い
と
い
う
の
が
本
音
だ
ろ
う
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
い

う
人
類
に
と
っ
て
未
知
な
る

「
怪
物
」
に
遭
遇
し
た
こ
と
に

よ
る
正
解
の
見
え
な
い
状
況
は

ま
だ
ま
だ
続
き
そ
う
だ
。

　

SC
会
員
の
方
々
の
参
考
に
な

れ
ば
と
思
い
、
事
実
の
み
を
記

し
た
。                  （
大
島
）

検査の待機所は駐車場

PCR検査を受けた病院

一般外来受付
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高
齢
者
を
狙
い
撃
ち
し
た
特

殊
詐
欺
、
架
空
請
求
詐
欺
、
還

付
金
詐
欺
な
ど
悪
質
な
特
殊
詐

欺
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
取
締

り
の
体
制
は
厳
し
く
な
っ
て
い

る
の
に
、
そ
の
網
を
か
い
潜
り

犯
罪
件
数
は
高
水
準
。
手
口
は

年
々
巧
妙
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
変
だ
な
」
と
思
っ
た
ら
、

信
用
で
き
る
他
の
人
と
相
談
し

ま
し
ょ
う
。
友

達
の
輪
、
家
族

の
絆
が
と
て
も

大
事
で
す
。
そ

れ
と
予
防
を
し

っ
か
り
心
が
け

る
こ
と
。
警
察

は
①
他
人
に
キ

ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
絶

対
渡
さ
な
い
②
自
宅
の
電
話
を

留
守
番
電
話
に
す
る
、
な
ど
の

対
策
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

新
座
の
被
害
、高
水
準

　
「
新
座
の
方
は
優
し
い
人
が

多
い
と
い
う
か
、
人
が
い
い
ん

で
す
ね
」
と
新
座
警
察
署
生
活

安
全
課
の
岡
田
警
部
補
。「
電

話
が
か
か
っ
て
来
て
、
知
ら
な

い
人
な
の
に
話
を
聞
い
て
し
ま

う
ん
で
す
よ
ね
。
聞
い
て
し
ま

う
と
相
手
は
だ
ま
す
プ
ロ
で
す

か
ら
」。
オ
レ
オ
レ
詐
欺
、
還

付
金
詐
欺
な
ど
特
殊
詐
欺
は
、

新
座
警
察
署
の
本
年
１
月
か
ら

８
月
ま
で
の
累
計
で
、予
兆（
不

審
な
電
話
な
ど
詐
欺
が
予
見
で

き
る
）
が
１
３
８
件
、既
遂
（
被

害
）
が
18
件
。

　

被
害
の
8
割
は
女
性
で
、
う

ち
８
割
が
65
歳
以
上
。
被
害
の

平
均
年
齢
は
71
歳
。「
去
年
よ

り
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
ま

だ
多
い
で
す
。
被
害
を
届
け
出

な
い
人
も
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
で

し
ょ
う
か
」。
新
座
警
察
は
川

越
街
道
で
線
引
き
し
、
北
（
志

木
方
面
）
と
南
で
統
計
を
と
っ

て
い
ま
す
。
予
兆
で
北
ト
ッ
プ

は
東
北
2
丁
目
。
南
は
野
寺
2

丁
目
。巧

妙
な
詐
欺
手
口

　

手
の
込
ん
だ
手
口
も
。
警
察

の
実
例
集
に
よ
り
ま
す
と
、
あ

る
日
、
宅
配
業
者
か
ら
電
話
が

か
か
っ
て
き
ま
し
た
。「
す
み

ま
せ
ん
。
お
届
け
物
が
あ
る
ん

で
す
が
、
雨
で
お
名
前
の
部
分

が
濡
れ
て
し
ま
っ
て
」。
翌
日
、

息
子
か
娘
、
親
族
か
ら
電
話
。

「
○
○
だ
け
ど
荷
物
届
い
た
？

そ
れ
で
、
ち
ょ
っ
と
頼
み
が
あ

る
ん
だ
け
ど
…
」

　
「
市
役
所
の
○
○
課
で
す
。

○
○
と
申
し
ま
す
。
○
○
さ
ん

で
す
か
？
先
日
入
院
さ
れ
ま
し

た
？
医
療
費
が
還
付
さ
れ
る
の
、

ご
存
知
で
す
か
？
お
近
く
に
コ

ン
ビ
ニ
が
あ
り
ま
す
？
」

　

デ
パ
ー
ト
か
ら
の
電
話
で
す
。

「
あ
な
た
様
名
義
で
カ
ー
ド
支

払
い
が
あ
り
ま
し
た
。
少
し
不

審
な
点
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ

の
ご
報
告
で
す
」。
そ
の
後
、

警
察
か
ら
電
話
。「
○
○
署
の

○
○
課
で
す
。
偽
造
カ
ー
ド
が

分
か
り
ま
し
た
。
被
害
届
出
さ

れ
ま
す
？
」。
そ
し
て
銀
行
協

会
か
ら
電
話
。「
カ
ー
ド
を
再

発
行
し
ま
す
。
係
り
の
者
を
伺

わ
せ
ま
す
」。

仲
間
づ
く
り
も
大
切

　

自
分
は
だ
ま
さ
れ
な
い
と
思

っ
て
い
て
も
、
だ
ま
さ
れ
て
し

ま
う
の
が
特
殊
詐
欺
。
警
察
庁

調
べ
に
よ
り
ま
す
と
、
令
和
元

年
、
特
殊
詐
欺
の
認
知
件
数
は

全
国
で
1
万
７
０
０
０
件
、
被

害
額
は
３
１
６
億
円
。
も
っ
と

も
多
い
の
が
オ
レ
オ
レ
詐
欺
で
、

６
７
０
０
件
。
被
害
の
98
％
が

65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
す
。
前

年
よ
り
、
や
や
減
っ
た
も
の
の

依
然
高
い
水
準
が
続
い
て
い
ま

す
。
予
防
に
ど
ん
な
対
策
が
有

効
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

警
察
が
指
摘
し
て
い
る
の
は

家
族
の
絆
。
普
段
か
ら
交
流
が

あ
る
と
、
ウ
ソ
が
直
ぐ
分
か
り

ま
す
。
そ
れ
と
留
守
電
。
ナ
ン

バ
ー
表
示
で
相
手
を
確
認
し
て

か
ら
通
話
す
る
の
も
ウ
ソ
を
見

破
る
ヒ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

　

地
域
の
交
流
、
助
け
合
い
も

大
事
な
予
防
で
す
。
だ
ま
さ
れ

て
い
る
人
は
だ
ま
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
気
付
い
て
い
ま
せ
ん
。

電
話
片
手
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
し

て
い
る
高
齢
者
が
い
た
ら
注
意

を
。
相
談
し
や
す
い
地
域
の
仲

間
づ
く
り
も
、
と
て
も
大
切
で

す
。　　
　
　
　
　
　
（
中
伏
）

警察の詐欺予防ポスター

新座警察署脇の目立つ横断幕

郵便局内 ATM近くの掲示

生
活
安
全
ニ
ュ
ー
ス

生
活
安
全
ニ
ュ
ー
ス

高
齢
者
狙
う
特
殊
詐
欺

        

油
断
大
敵
、手
口
が
巧
妙
に
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新
座
市
の
見
た
目
の
変
化
は
、
こ
こ

20
年
が
顕
著
だ
と
感
じ
ら
れ
ま
す
。
言

い
換
え
る
と
、平
成
の
30
年
間
に
、色
々

な
物
や
事
に
手
を
入
れ
た
と
い
え
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
な
ど
予
定
外
の
発
生
も

あ
り
ま
し
た
が
、
市
庁
舎
の
建
て
替
え

工
事
が
、
変
換
時
代
の
最
終
章
だ
っ
た

と
見
ら
れ
ま
す
。

　

新
座
の
古
い
写
真
と
い
う
と
、
神
社

仏
閣
や
野
火
止
用
水
周
辺
に
限
定
さ
れ

ま
す
。
地
元
の
人
に
と
っ
て
は
、
そ
れ

以
外
の
生
活
や
風
景
を
撮
る
意
味
な
ど

感
じ
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
日

常
の
風
景
は
当
た
り
前
の
事
で
あ

り
、
家
族
の
記
念
写
真
以
外
に
写

し
取
る
べ
き
も
の
と
は
考
え
な
か

っ
た
の
で
し
ょ
う
。

 

今
回
は
大
和
田
の
写
真

　

新
旧
比
較
写
真
は
、
旧
川
越
街
道
と

防
衛
道
路
の
「
大
和
田
中
町
」
交
差
点

で
す
。
こ

の
白
黒
写

真
は
市
史

編
纂
の
時
、

収
集
さ
れ

た
資
料
写

真
で
す
か

ら
目
に
し

た
方
は
多

い
と
思
い

ま
す
。

　

看
板
の
「
魚
久
」
は
営
業

場
所
を
移
転
済
み
で
す
。
現

交
差
点
角
の
建
物
に
か
か
る

緑
の
暖
簾
が
、
何
気
に
歴
史

を
伝
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

隣
に
見
え
る
茅
葺
の
家
は
、

防
衛
道
路
が
ま
っ
す
ぐ
に
通

り
抜
け
た
た
め
今
は
無
く
な

っ
て
い
ま
す
。
車
の
通
り
の

多
さ
と
、
空
中
に
は
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た

電
線
の
数
に
時
代
の
違
い
が
表
れ
て
い

ま
す
。
わ
か
り
づ
ら
い
場
所
で
す
の
で

略
図
を
添
え
ま
し
た
。

　

今
回
、
併
せ
て
掲
載
す
る
次
の
写
真

３
点
は
、
昭
和
二
十
年
代
後
半
の
野
火

止
・
中
野
辺
り
か
ら
の
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
写
真
は
、
当
時
実
施
さ
れ

た
埼
玉
県
主
催
の
「
幻
燈
コ
ン
ク
ー

ル
」
の
特

選
作
品
で
、

ま
だ
ま
だ

珍
し
い
カ

ラ
ー
フ
ィ

ル
ム
写
真

で
す
。
富

士
山
が
遮

る
も
の
も

な
く
望
め
、

柳
瀬
川
の

中
野
側

（
今
の
浦

所
街
道
の

英
IC
付

近
）
に
は

豊
か
な
田

ん
ぼ
が
広

が
り
、
一

方
で
は
武

蔵
野
特
有
の
芒
の
原
が
広
が
っ
て
い
ま

し
た
。
旧
川
越
街
道
沿
い
の
昔
な
が
ら

の
田
園
風
景
で
す
。

　

新
座
に
田
ん
ぼ
が
無
い
と
思
わ
れ
て

い
ま
す
。
中
野
の
古
老
の
話
で
は
、
氷

川
神
社
に
合
祀
さ
れ
た
熊
野
神
社
所
有

の
田
地
を
、
中
野
の
農
家
が
順
番
に
耕

作
し
米
を
収
穫
し
、
豊
か
に
生
活
し
て

い
た
と
い
い
ま
す
。             （
吉
田
）

旧川越街道に現防衛道路が突当たる大和
田中町。「魚久」の看板が見える。

突当たりだったが、現カインズ方向へ抜
ける交差点になった。中央奥に「魚久」。

街道沿いの芒の原 中野の豊かな田んぼ

野火止辺りから望む富士山
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▶高度成長期の応援歌◀
　CＭはその時代を映す鏡でもあり、時代の応援歌に
もなる得るものだ。「大きいことはいいことだ」のキ
ャッチコピーで話題になった「森永エールチョコレー
ト」(1968年)のCＭがその代表格だ。髭の作曲者であ
る山本直純が自ら指揮棒を振り、気球に乗って降りて
くる映像が重厚長大産業中心の高度経済成長時代の空
気にマッチした。いわゆる「いざなぎ景気」の応援歌
ともなったのである。主役のチョコレートも原材料カ
カオの輸入が増えてサイズが大きくなり、値段も手頃
になった。好景気を身近に実感できたCＭでもあった。

（景気に乗れなかった辛党男　野火止73歳）

　　▶何はなくても 江戸むらさき◀
　子供の頃に大好きだったＣＭに桃屋『江戸むらさき』
がある。当時の社長が大ファンだった三木のり平さん
の似顔絵をアニメ化したものだ。
　主役ののり平さんは全て鼻先まで丸い眼鏡をかけて
いる。アニメだから人間や動物など何にでも変身でき
る。誰もが知っている話を駄洒落とパロディーで面白
おかしく作っている。だからこそ、このシリーズはい
まだに続いているのだろう。ＴＶ白黒時代の剣豪編「丹
下佐善、鞍馬天狗、国定忠治」は傑作だ。私の食卓に
は、今も「ごはんですよ〜」が１瓶置いてある。

（憧れた訳でもないが鼻眼鏡71歳　野火止男）

▶( 俺がこんなに強いのも ) あたり前田のクラッカー◀
　藤田まこと（あんかけの時次郎）のこのフレーズが
今でも耳に残る。大正7年創業の前田製菓株式会社は、
社運をかけ昭和37年に大阪朝日放送のＴＶ番組『てな
もんや三度笠』の単独スポンサーになった。白木みの
る（珍念）や「厳しーい！」を連発の財津一郎らとの
珍道中コメディ。ゲストも多彩で、視聴率60％超えの
伝説的番組となり、出演者も「前田のクラッカー」も
全国区に躍り出た。6年間、毎週日曜の放送一本に賭
けた藤田は、終了後のイメージ払拭に苦労した。
　お笑い番組の草分けで今も活躍する芸能人たちの若
き日の姿が垣間見られる。でも、私は一度もこの菓子を
食べた事がない。（パサパサ感の嫌いな男　畑中70歳）

▶♬ドンドンディダン シュビダデン◀
　CMで一番印象に残るのはサントリーウィスキーだ。
特にオールドのCM用に作曲された小林亜星の〜人間
皆兄弟〜「夜が来る」が群を抜いていると思う。ギタ
ーの伴奏と短い8小節のメロディのスキャットのもの
だが、冬の夕餉時に聞くと何故か飲みたくなってしま
う。この曲がBGMのシリーズは長塚恭三扮する課長
と部下の『恋は遠い日の花火ではない』や國村準の『家
族の絆』などジ〜ンと心に沁みてくる。ひところダル
マの水割りにハマった。時代は移り、日本酒大吟醸、
焼酎の水割りに。最近は『♪ウィスキーはお好きでし
ょう』なんて石川さゆりが囁く『角瓶ハイボール』に
戻った。                 （夜がまた来る72歳　大和田男）

               ▶皆さん、お元気ですか～◀
　その時代の空気に打ち消されるＣＭもあった。日産

「セフィーロ」に乗った井上陽水が車の窓から件のセ
リフを言うＣＭが話題になったのはバブル景気真っ盛
りの1988年。セフィーロも富裕層中心に売れたよう
だが、昭和天皇の病状悪化と共に「お元気ですか〜」
のセリフは自重されて音が消されたと言う。映像はそ
のまま流されていたので一般の視聴者は気が付かなか
ったのだが、同様に「生きる歓び」(トヨタカリーナ）
も、「ついにその日が来た」(ロッテチョコレート）も
打ち切りになっている。次第に景気も元気がなくなり、
翌々年にはバブルがはじけた、いわくつきのＣＭとな
った。       （いまだにＶ字回復できない男　東67歳）

▶「ふりむかないで」なのに振り向かせた◀
　「泣いているのか、笑っているのか〜」と始まるエ
メロンクリームリンスのCM。1970年開始という。従
来のリンスは、シャンプーの後に洗面器のお湯で薄め
て髪にかけた。手で髪にぬるのは画期的。だが当時の
私はおかっぱ頭の女子高生だから手早い方が良い。続
く「ついてゆきたい、あなたの後を」という歌詞は今
ならストーカーもの。CM中に男性司会者が「きれい
な髪ですね」とか言って女性にインタビューし、最後
に歌が「ふりむかないで、〇〇の人」となったところ
で、「振り向いてください」と言う。振り向いた女性
を見て、「普通じゃん」とか言ってた、かな（⁉）
                        （後ろ姿は普通の女　野火止66歳）

次回は「最近、腹が立ったこと」をテーマに大募集します。楽しく、異論・暴論・呆言をお寄せください。

あなたの心に残るコマーシャルは？
「あの時代のあの番組のCM、当時が甦る思い出のCM…」など
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　会員の皆さんのこれまでの人生で、心に残った経
験や作品や１シーンなどをご紹介ください。ジャン
ルは問いません。約380字と写真やイラストです。

基本を習得して本格的な作品制作へ
　折り紙を始めてからもう20年以上経ちます。基本を日
本折り紙協会のテキストや講習を通して学び、4年ほど
かけて折り紙講師の認定を受けました。講習ではテキス
トに書いていないことも学びました。一つの例は、折り
鶴の首の角度に意味があるということです。首を平行に
折って羽を広げると空を高く飛んで行く鶴になり、下方
に折ると水を飲んだり食べたり
している鶴になります。私は折
り紙を学ぶ一方で自宅の他、福
祉の里やいきいき広場などで折
り紙教室を開いてきました。毎
回の準備は大変ですが、上手に
折り上げる参加者たちと、とて
も楽しい時間を過ごしました。折り紙は一人でも楽しめ
て、折り方の基本を身につければ立体でも何でも作るこ
とができます。材料は100円ショップなどで簡単に手に
入ります。作品は部屋に飾るほか、親しい友人などへの
贈り物にできて楽しいです。

〝神が降りてきた〟立川談志の「芝浜」
　人間は意識を超えて何かを成してしまうことがある。
たとえばスポーツの分野では意識せずに勝手に体が動く
までに練習を積むが、オリンピックのような大きな大会
ではそれをも超えて記録が出てしまう事がしばしば起こ
る。芸術の分野でもまた同じ事が言える。落語家の立川

談志が亡くなる前の独演会（2007年
11月18日・よみうりホール）で演じ
た古典落語「芝浜」が余りにも出来
が良く歴史に残る演技だったという。
談志自身もその年の暮れに「あれは
神様がやらせてくれた最後の噺だっ
たのかも知れない」と語り後に『神
が降りてきた』というフレーズで伝

説的に云い継がれている。ユーチューブで見られるとい
うので、覗いてみた。例によって枕の毒舌には辟易した
が、ズンズンと話に引き込まれ、終わった時には涙がボ
ロボロこぼれていた。無意識に流れた感動の涙だった。
ぜひ視聴をお勧めしたい。

見逃せぬ 頂点同士の統一王座決定戦
　モハメドアリの「蝶のように舞い蜂のように刺す」華
麗なフットワークは、異次元の芸術だ。ボクシング認定
4団体の、それぞれの王者の誰が最強かを問う統一戦は
興行収益も見込める好カードが多い。ヘビー級のアリは、
74年にジョージフォアマンに奇跡の大逆転、WBA、WBC
の統一世界王座を奪取。国内では、クリンチで逃げ回る
ばかりの試合をよく見るが、目を
見張る歴史的因縁試合もある。00
年畑山隆則vs坂本博之の流血戦、
08年内藤大助vs清水智信での内藤
大逆転による最年長防衛などだが、
私の一押しは、12年WBC井岡一翔
vsWBA八重樫東の現役世界王者による史上初ミニマム
級統一戦だ。最後の最後まで打ち合う激闘は圧巻で、ゴ
ング終了後も観客総立ち。肩に力が入り過ぎて私も疲れ
がどっと出るほど。米国では早朝の放映にも関わらず高
視聴率。ヒルベルトメンドーサWBA会長は、年間最高
試合にも匹敵すると大絶賛だった。

「Fukushima 50 フクシマフィフティ」
　20年 3月公開作品（監督：若松節郎、脚本：前川洋一、
原作：門田隆将の「死の淵を見た男　吉田昌郎と福島第
一原発」）。映画は地震前の福島原発の遠景で始まる。
2011年 3月11日14時46分の地震直後、安全システムが稼
働して原子炉は完全に停止した。が、1時間後の津波で

全電源を喪失し、原子
炉の暴走が始まった。
想定外の事態に、対応
はすべて現場の判断に
任され、吉田所長以下
50人が決死の覚悟で闘

った5日間の物語である。15日には1～ 3号機全てでメ
ルトダウンが起きていて、やがて爆発が起こり、日本列
島が広く壊滅することを皆が覚悟した。しかし、格納容
器内の圧力の急激な低下など、理由は不明だが、予想さ
れた壊滅的な大惨事は免れた。エンディングには、おび
ただしい数の汚染水タンクが映る。映像もCGも俳優た
ちもみな素晴らしいが、心が重くなる映画である。

Origami Movie

RakugoBoxing

（野寺4　篠原 静江） （野火止7　尾形 三津子）

（畑中１　茂泉 太郎） （野火止７　N.O.）
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高
校
3
年
の
と
き
音
楽
部
の

予
算
を
獲
得
す
る
た
め
ハ
ワ
イ

ア
ン
バ
ン
ド
を
組
ん
で
文
化
祭

で
実
演
し
た
の
が
ギ
タ
ー
、
そ

し
て
ハ
ワ
イ
ア
ン
ソ
ン
グ
と
の

出
会
い
で
し
た
。
生
徒
に
は
受

け
た
よ
う
で
し
た
が
翌
日
の
朝

礼
で
校
長
先
生
か
ら
高
校
生
ら

し
か
ら
ぬ
行
い
が
あ
っ
た
と
の

お
小
言
を
頂
戴
し
恥
ず
か
し
い

思
い
を
し
ま
し

た
。

　

当
時
は
バ
ン

ド
＝
ロ
ッ
ク
ン
ロ

ー
ル
＝
不
良
み

た
い
な
イ
メ
ー

ジ
が
あ
り
都
立

高
校
の
文
化
祭

で
は
浮
い
て
い

た
よ
う
で
す
。

と
こ
ろ
が
数
年
後
ベ
ン
チ
ャ
ー

ズ
が
来
日
し
大
変
な
エ
レ
キ
ブ

ー
ム
が
お
こ
り
、
後
輩
た
ち
が

エ
レ
キ
バ
ン
ド
を
文
化
祭
で
熱

演
、
学
校
側
が
そ
れ
を
容
認
し

て
い
る
の
を
複
雑
な
思
い
で
見

　

て
い
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。

　
　
　
　

大
学
時
代
は
ハ
ワ
イ

　
　
　
　

ア
ン
バ
ン
ド
で
ボ
ー

　
　
　
　

カ
ル
と
サ
イ
ド
ギ
タ

　
　
　

ー
を
担
当
し
ま
し
た
。

　

当
時
は
景
気
も
良
く
ビ
ア
ホ

ー
ル
、
ク
ラ
ブ
、
ダ
ン
ス
パ
ー

テ
ィ
ー
、
結
婚
式
な
ど
ア
マ
チ

ュ
ア
の
バ
ン
ド
で
も
ア
ル
バ
イ

ト
が
あ
り
、
学
費
は
ほ
と
ん
ど

こ
れ
で
賄
っ
て
い
ま
し
た
。

　

恥
ず
か
し
い
話
し
で
す
が
学

生
の
分
際
で
収
入
が
大
卒
初
任

給
の
倍
ぐ
ら
い
あ
っ
た
時
に
、

生
意
気
に
も
銀
座
の
ク
ラ
ブ
に

バ
ン
ド
仲
間
と
二
人
で
の
り
こ

み
ま
し
た
。
入
口
の
ド
ア
が
あ

い
て
中
か
ら
綺
麗
な
お
姉
さ
ん

が
出
て
き
て
頭
か
ら
つ
ま
先
ま

で
見
ら
れ
た
。『
学
生
さ

ん
？
こ
こ
は
坊
や
た
ち

の
来
る
と
こ
じ
ゃ
な
い

の
よ
』
と
門
前
払
い
を

食
っ
て
、
顔
を
真
っ
赤

に
し
て
退
散
し
ま
し
た
。

後
で
お
店
の
や
さ
し
い

思
い
や
り
と
分
か
り
馬

鹿
な
事
を
し
た
と
反
省

し
ま
し
た
。

　

バ
ン
ド
仲
間
と
は
、
今
で
も

毎
年
11
月
に
ラ
イ
ブ
を
開
催
す

る
な
ど
五
十
数
年
の
付
き
合
い

に
な
り
ま
す
。
音
楽
と
出
会

っ
た
人
に
支
え
ら
れ
た
人
生

で
す
。

　

心
に
残
る
コ
マ
ー
シ
ャ
ル

は
？
と
問
わ
れ
て
も
、
特
に
こ

れ
と
い
っ
た
も
の
は
な
い
。
テ

レ
ビ
を
見
る
に
も
コ
マ
ー
シ
ャ

ル
が
い
や
で
、
録
画
し
た
も
の

を
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
飛
ば
し
て

見
る
こ
と
が
多
い
。
た
だ
以
前
、

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
商
品
を
通
販
買

い
し
た
こ
と
が
2
～
3
度
あ
る
。

ど
れ
も
予
想
以
下
で
が
っ
か
り

し
た
。
そ
の
一
つ
が
掃
除
機
だ
。

吸
い
取
っ
た
ゴ
ミ
の
処
理
に
四

苦
八
苦
。

　

１
点
だ
け
良
か
っ
た
物
は
夫

が
買
っ
た
「
パ
ン
焼
き
器
」
だ
。

パ
ン
作
り
は
材
料
の
計
量
が
大

事
ら
し
く
、
ミ
リ
グ
ラ
ム
を
計

れ
る
計
量
器
を
近
く
の
島
忠
に

買
い
に
行
っ
た
。
私
は
作
る
ほ

う
に
は
一
度
も
手
を
出
さ
な
か

っ
た
が
、
夫
は
喜
ん
で
度
々
振

る
ま
い
、
我
が
家
に
遊
び
に
来

る
友
人
た
ち
に
評
判
が
良
か
っ

た
。
ぶ
ど
う
パ
ン
や
ら
ナ
ッ
ツ

パ
ン
や
ら
。
み
ん
な
、
出
来
上

が
っ
た
ば
か
り
の
熱
々
を
ほ
お

張
り
な
が
ら
よ
ろ
こ
ん
だ
。

　

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
が
な
く
て
は

民
放
を
ゼ
ロ
円
で
見
る
事
は
出

来
な
い
だ
ろ
う
か
ら
、
必
要
だ

ろ
う
と
思
う
。
い
ろ
い
ろ
凝
っ

た
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
が
あ
っ
て
感

心
は
す
る
が
、
品
代
に
高
い
コ

マ
ー
シ
ャ
ル
料
が
つ
い
て
い
る

ん
だ
ろ
う
な
と
思
っ
て
し
ま
う

自
分
が
い
る
。

　
「
悪
性
リ
ン
パ
腫
」
で
す
。

医
師
か
ら
告
げ
ら
れ
た
病
名
で

す
。
私
は
一
瞬
こ
ん
な
に
元
気

な
の
に
何
故
と
思
い
ま
し
た
。

年
１
回
の
胃
が
ん
検
診
の
エ
コ

ー
診
断
で
判
明
し
ま
し
た
。
胃

の
後
ろ
に
こ
ぶ
し
大
の
腫
瘍
が

あ
り
検
査
が
必
要
で
す
。
ふ
っ

と
考
え
ま
し
た
ら
私

今
年
度
の
地
区
長
を

受
け
て
い
ま
し
た
。

　

夫
婦
で
前
々
度
の

Ｙ
さ
ん
宅
を
訪
ね
、

事
情
を
話
し
て
地
区

長
を
快
諾
し
て
頂
き

ま
し
た
。
そ
の
足
で

船
津
局
長
を
訪
ね
、
一
寸
お
休

み
を
頂
く
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。

　

医
師
か
ら
病
状
説
明
を
聞
き
、

ス
テ
ー
ジ
Ⅱ
の
リ
ン
パ
腫
、
6

回
の
抗
が
ん
剤
投
与
、
そ
の
他

た
く
さ
ん
の
検
査
。
4
週
間
予

定
の
入
院
。
第
１
回
抗
が
ん
剤

投
与
の
日
、
医
師
と
看
護
師
に

囲
ま
れ
「
よ
ー
し
…
体
験
し
て

や
る
ぞ
」
と
気
持
を
入
れ
替
え
、

体
内
で
は
が
ん
細
胞
と
抗
が
ん

剤
が
戦
っ
て
い
る
。
思
い
の
外

苦
し
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

抗
が
ん
剤
は
１
ケ
月
に
１
回
の

サ
イ
ク
ル
で
、
5
回
目
が
終
わ

っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
投
与
後
１

週
間
は
大
変
で
す
が
、
10
日
程

過
ぎ
る
と
普
通
の
生
活
が
で
き

ま
す
。

　

私
は
広
報
配
布
の
仕
事
を
頂

い
て
い
ま
す
の
で
、
体
調
に
気

を
つ
け
な
が
ら
恐
る
恐
る
配
布

し
ま
し
た
。
仕
事
が
出
来
る
こ

と
が
う
れ
し
く
励
み
に
な
り
ま

す
。
病
気
に
な
り
、
家
族
や
友

人
や
沢
山
の
方
か
ら
暖
か
い
激

励
を
頂
き
ま
し
た
。
生
き
る
希

望
や
苦
し
い
治
療
に

も
耐
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
は
免
疫
力
も
落

ち
身
体
も
完
全
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
2

人
に
１
人
は
が
ん
に

な
る
時
代
。
私
の
周

り
に
も
が
ん
を
克
服

し
て
元
気
に
活
躍
し
て
い
る
方

が
沢
山
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

元
気
に
な
り
ま
し
た
ら
SC
会

員
と
し
て
、
一
緒
に
お
仕
事
を

さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

新
堀
2
丁
目　
高
木
洋
祐

ハ
ワ
イ
ア
ン
バ
ン
ド
と
の
出
会
い

野
火
止
7
丁
目　
長
谷
川
勝
代

通
販
の「
パ
ン
焼
き
器
」

あ
た
ご
3
丁
目　
小
菅
さ
ち
よ

元
気
印
が「
が
ん
」に
な
っ
て
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感
染
予
防
と
代
替
企
画
の
模
索

▼
親
睦
会
だ
よ
り
▲

　

散
歩
帰
り
の
道
端
で
ペ
チ
ュ

ニ
ア
が
一
輪
咲
い
て
い
る
の
に

目
を
ひ
か
れ
ま
し
た
。
背
丈
10

cm
に
も
満
た
な
い
、
ち
っ
ぽ
け

な
体
に
大
振
り
な
紅
色
の
花
を

咲
か
せ
て
い
ま
す
。
高
台
に
構

え
る
お
宅
の
庭
先
に
置
か
れ
た

鉢
植
え
か
ら
種
が
こ
ぼ
れ
落
ち

た
の
か
、
そ
の
子
孫
繁
栄
を
目

指
す
執
念
を
感
じ
ま
し
た
。

　

私
の
家
の
鉢
植
え
の
ス
ズ
ラ

ン
に
赤
茶
色
の
実
が
付
い
て
い

る
の
を
発
見
。
実
を
割
っ
て
見

る
と
肌
色
の
種
が
2
個
出
て
き

た
の
で
発
芽
用
の
土
を
買
っ
て

き
て
2
つ
の
小
さ
な
鉢
に
そ
れ

ぞ
れ
一
粒
ず
つ
ま
き
ま
し
た
。

翌
年
の
春
に
芽
が
出
る
の
を
楽

し
み
に
水
や
り
を
し
て
い
ま
し

た
。
種
か
ら
育
て
る
の
は
無
理

か
な
と
あ
き
ら
め
つ
つ
も
他
の

鉢
と
同
じ
よ
う
に
水
や
り
は
続

け
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

し
ば
ら
く
す
る
と
芽
が
出
て
、

今
で
は
つ
ん
と
立
ち
上
が
っ
た

緑
の
葉
の
よ
う
な
芽
が
伸
び
て

い
ま
す
。
ス
ズ
ラ
ン
か
ど
う
か

は
わ
か
ら
な
い
が
ワ
ク
ワ
ク
し
な

が
ら
成
長
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

（
並
木　

登
美
江
）

こ
ら
む

一
寸
一
息

　

日
頃
よ
り
親
睦
会
活
動
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
令
和
2
年
度
も

10
月
半
ば
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
の
観
点
か
ら
、
関
係
者
及

び
数
名
の
参
加
と
な
り
ま
し
た

が
、
何
と
か
6
月
27
日
に
SC
会

議
室
に
て
「
親
睦
会
総
会
」
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
現
在
は
何
も
活
動

が
出
来
な
い
状
態
で
す
。
延
期

を
し
て
お
り
ま
す
日
帰
り
旅
行

も
予
定
が
立
ち
ま
せ
ん
。
令
和

３
年
１
月
予
定
の
「
新
春
の
つ

ど
い
」
親
春
交
流
会
、
3
月
の

「
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

も
、
ま
だ
ま
だ
新
型
コ
ロ
ナ
の

収
束
の
メ
ド
も
つ
か
ず
ど
う
な

る
か
分
か
ら
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

　

現
在
、
親
睦
会
で
は
そ
れ
に

代
わ
る
代
替
企
画
を
検
討
し
て

お
り
ま
す
。
決
ま
り
次
第
皆
様

に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

（
後
藤　

勝
義
）

健
康
麻
雀
よ
つ
ば
会

　

健
康
麻
雀
「
よ
つ
ば
会
」
は

結
成
し
て
4
年
で
す
。
17
人
か

ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
8
月

現
在
43
人
に
な
り
、
そ
の
内
、

女
性
会
員
が
６
人
で
す
。

　

4
月
号
の
会
報
を
届
け
た
先

日
、
会
員
の
人
と
話
し
が
出
来

ま
し
た
。「
１
ケ
月
の
入
院
生

活
を
終
え
て
、
こ
れ
か
ら
麻
雀

が
出
来
る
と
思
っ
た
ら
、
こ
れ

だ
よ
」
と
コ
ロ
ナ
の
悔
し
さ
を

話
し
て
い
ま
し
た
。
新
会
員
の

言
葉
を
紹
介
し
ま
す
。「
久
し

ぶ
り
で
す
。
皆
さ
ん
と
一
緒
に

楽
し
み
た
い
で
す
」「
30
年
ぶ

り
に
牌
に
さ
わ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
」「
50
年
前
少
し
だ
け
や

り
ま
し
た
。
一
昨
年
の
7
月
頃

で
し
た
か
、
麻
雀
ゲ
ー
ム
機
を

買
っ
て
猛
練
習
し
ま
し
た
。
皆

さ
ん
に
追
い
つ
き
た
く
て
ね
」

「
80
才
の
手
習
い
で
５
年
目
、

は
ま
っ
て
い
ま
す
」「
始
め
て
、

ま
だ
半
年
、楽
し
い
で
す
」入
会

希
望
の
会
員
は
、
長
谷
川
昭
也

（
０
９
０-

５
８
２
８-

０
９

６
１
）
ま
で
。

ゆ
う
ゆ
う
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

　

当
ク
ラ
ブ
は
設
立
17
年
目
。

１
０
０
回
の
ハ
イ
キ
ン
グ
を
実

施
。
会
員
数
43
名
。
当
初
は
山
、

里
山
が
中
心
で
し
た
が
、
近
年

は
会
員
も
高
齢
に
な
り
、
埼
玉

東
京
近
郊
の
名
勝
旧
跡
め
ぐ
り

が
多
く
な
り
ま
し
た
。
本
年
度

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

が
拡
大
し
移
動
の
際
に
3
密
の

不
安
も
有
り
活
動
を
休
止
し
て

い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
3
月
に
柴
又
帝
釈

天
と
七
福
神
め
ぐ
り
。
柴
又
駅

前
に
寅
さ
ん
と
さ
く
ら
兄
妹
の

像
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

3
時
の
お
や
つ
は
有
名
な
高
木

屋
さ
ん
の
草
だ
ん
ご
を
皆
で
食

べ
ま
し
た
。
6
月
は
八
国
山
と

北
山
公
園
を
散
策
し
、
花
菖
蒲

を
鑑
賞
。
9
月
は
お
台
場
・
全

長
千
ｍ
の
レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ

ジ
を
散
策
し
、
海
上
50
ｍ
の
爽

や
か
な
海
風
の
中
を
歩
い
て
渡

り
ま
し
た
。
10
月
は
昭
和
記
念

公
園
を
散
策
。
12
月
は
靖
国
神

社
、皇
居
北
の
丸
公
園
散
策
、銀

杏
並
木
と
紅
葉
が
見
頃
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
会
員
相
互
の
親

睦
と
健
康
維
持
を
図
り
な
が
ら

楽
し
く
愉
快
に
活
動
が
で
き
る

よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ご
連
絡
は
堀
川
辰
正

（
０
４
８-

４
７
１-

０
９
８

９
）
ま
で
。

19年 5月 第5回麻雀大会（SC会議室）

2018年 6月 パレスホテルにて
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〈
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ＳＣ
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座
市
シ
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バ
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セ
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〒
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00
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埼
玉
県
新
座
市
堀
ノ
内
3-
4-
11
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L0
48
- 4
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- 4
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〈
企
画
編
集
〉
ＳＣ
広
報
委
員
会

訃
　
　報

・
神
永　

政
男 

様
（
74
歳
）

栄
１
丁
目

・
萩
原　

康
明 

様
（
72
歳
）

西
堀
2
丁
目

・
川
俣
け
さ
江 

様
（
86
歳
）

東
3
丁
目

・
飯
塚　
　

博 

様
（
82
歳
）

東
3
丁
目

・
石
井　
　

進 

様
（
73
歳
）

栄
4
丁
目

　

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

理
事
会
報
告

第
4
回
（
7
月
31
日
開
催
）

①
正
会
員
（
7
月
分
）
男
性
6

名
、
女
性
6
名
、
合
計
12
名

の
会
員
が
承
認
さ
れ
た
。

【
7
月
末
現
在
、
正
会
員
数
は

２
０
１
５
名
】

第
5
回
（
8
月
31
日
開
催
）

①
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

の
新
座
市
支
援
要
望
書
に
つ

い
て
報
告
さ
れ
た
。

②
正
会
員
（
8
月
分
）
男
性
4

名
、
女
性
2
名
、
合
計
6
名

の
入
会
が
承
認
さ
れ
た
。

【
8
月
末
現
在
、
正
会
員
数
は

２
０
１
７
名
】

第
6
回
（
9
月
30
日
開
催
）

①
職
務
執
行
状
況
報
告
（
令
和

2
年
4
月
～
令
和
2
年
9

月
）
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

②
正
会
員
（
9
月
分
）
男
性
5

名
、
女
性
2
名
、
合
計
7
名

の
入
会
が
承
認
さ
れ
た
。

【
９
月
末
現
在
、
正
会
員
数
は

２
０
２
０
名
】

【
表
紙
の
呟
き
】
記
録
的
な
暑

い
夏
が
過
ぎ
、
こ
れ
か
ら
が
秋

本
番
。
一
年
中
で
一
番
過
ご
し

易
い
と
云
わ
れ
る
季
節
。
昼
寝

の
後
に
ぶ
ら
り
と
近
所
の
“
憩

の
森
”
で
深
呼
吸
も
悪
く
な
い

が
、
ち
ょ
い
と
足
を
延
ば
し
、

武
蔵
野
の
雑
木
林
を
楽
し
む
の

も
ま
た
好
い
。
葉
を
落
と
し
た

小
枝
か
ら
垣
間
見
る
夕
空
は
郷

愁
を
誘
う
。　　
　
　
（
吉
田
）

　

収
束
ど
こ
ろ
か
長
引
く
様
相

の
新
型
コ
ロ
ナ
。
SC
も
親
睦
会

や
地
域
班
な
ど
の
活
動
を
自
粛
。

　

本
誌
の
ネ
タ
元
「
会
員
」
の

取
材
も
接
触
回
避
か
ら
ま
ま
な

ら
ず
編
集
作
業
に
四
苦
八
苦
。

そ
こ
で｢

異
論･

反
論
時
事

呆
言｣

や｢

ゆ
う
ゆ
う
エ
ン
タ

メ
」
の
一
般
会
員
参
加
の
面
に

「
シ
ル
バ
ー
い
き
い
き
エ
ッ
セ

イ
」
面
を
加
え
た
。
本
誌
編
集

の
窮
状
を
察
し
て
か
既
に
投
稿

を
頂
い
て
い
る
。
感
謝
し
た
い
。

　

経
済
も
重
視
と
勇
み
足
気
味

で
自
粛
要
請
の
解
除
が
進
む
。

新
生
活
様
式
で
、
一
進
一
退
の

「
コ
ロ
ナ
」へ
強
か
に
向
き
合
っ

て
行
く
し
か
な
い
。
絶
対
に
感

染
し
な
い
覚
悟
で
。   （
茂
泉
）

【
訂
正
】
本
誌
7
月
号
3
面
の

委
員
名
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

（
正
）
宇
佐
見3

好
孝

（
誤
）
宇
佐
美3

好
孝

し
た
。（
入
会
率
6.2
％
全
国
SC

人
口
10
万
人
以
上
の
都
市
で
は

１
位
）
た
だ
、
令
和
2
年
9
月

末
現
在
で
は
２
０
２
０
名
と
な

り
、
会
員
の
大
幅
な
減
少
が
止

ま
り
ま
せ
ん
。

　

4
月
～
9
月
ま
で
の
入
会
者

は
55
名
で
（
男
性
36
名
、
女
性

19
名
）
昨
年
同
月
に
比
べ
59
名

の
減
で
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
、

２
０
０
０
名
を
割
る
状
況
で
す
。

　

会
員
減
少
の
要
因
と
し
て
、

①
高
齢
者
雇
用
安
定
法
の
改
正

で
、
企
業
に
65
歳
ま
で
の
雇

用
確
保
が
義
務
化
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
人
手
不
足
に
よ

り
65
歳
以
上
の
雇
用
延
長
も

増
加
し
て
い
る
。

②
シ
ニ
ア
を
取
り
巻
く
生
活
環

境
が
変
化
し
て
い
る
。
働
く

だ
け
で
は
な
く
、
趣
味
を
楽

し
む
な
ど
、
様
々
な
選
択
肢

が
増
え
て
い
る
。

【
会
員
大
募
集
！
】

　

平
成
14
年
に
２
０
０
０
名
を

突
破
し
、
平
成
21
年
3
月
に
は

２
６
９
９
名
の
登
録
が
あ
り
ま

今
年
も
元
気
に
、コ
コ
フ
レ
ン
ド

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
願
い

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

地
元
で
働
き
、
趣
味
な
ど
の

仲
間
づ
く
り
が
で
き
る
こ
と
は

SC
の
魅
力
で
す
。
定
年
後
の
生

活
を
豊
か
に
よ
り
ア
ク
テ
ィ
ブ

に
生
活
す
る
う
え
で
欠
か
す
こ

と
の
出
来
な
い
地
元
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
厳
し
い
状
況
で

す
が
、
新
座
市
在
住
で
60
歳
以

上
の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る

方
を
大
募
集
し
ま
す
。
皆
さ
ん

の
知
人
、
友
人
、
配
偶
者
な
ど

へ
SC
入
会
を
呼
び
か
け
、
ご
紹

介
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

新
座
市
内
の
小
学
校
11
校

（
東
北
、
新
開
、
東
野
、
大
和

田
、
栄
、
野
寺
、
栗
原
、
八
石
、

石
神
、
新
堀
、
第
四
）
で
、
コ

コ
フ
レ
ン
ド
サ
ポ
ー
ト
業
務
に

SC
会
員
た
ち
が
就
業
し
た
。

　

市
内
小
学
校
の
夏
休
み
は
8

月
１
日
か
ら
18
日
間
で
、
コ
コ

フ
レ
業
務
は
8
月
3
日
～
7
日

と
17
・
18
日
の
計
7
日
間
で
あ

っ
た
。
隔
日
12
時
45
分
～
16
時

45
分
ま
で
。
各
校
約
8
名
の
会

員
が
就
業
し
た
。

　

多
く
の
学
校
で
の
参
加
生
徒

は
、
低
学
年
を
中
心
に
毎
日
10

名
位
。
互
い
に
密
を
避
け
て
の

遊
び
な
の
で
、
会
員
た
ち
も
子

供
た
ち
と
一
緒
に
紙
飛
行
機
を

作
っ
て
飛
ば
し
た
り
、
折
り
紙

や
点
つ
な
ぎ
の
プ
リ
ン
ト
を
や

る
の
を
手
伝
っ
た
り
と
室
内
で

の
活
動
が
中
心
だ
っ
た
。

　

最
後
に
、
会
員
た
ち
は
ス
タ

ッ
フ
さ
ん
か
ら｢

コ
ロ
ナ
の
状

況
が
悪
化
し
て
い
る
中
で
も
来

て
い
た
だ
い
て
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す｣

｢

冬
休
み
も
ま
た

待
っ
て
い
ま
す｣

な
ど
の
温
か
い

言
葉
を
い
た
だ
い
た
。 （
尾
形
）

記
後
集
編


